
11/17(月)、聴覚障害者
協会や手話を学ぶ区民の皆
さんも交えてデフリンピッ
クの観戦へ。男子ハンド
ボールの日本対ブラジル戦
は、選手たちの視野の広さ
にびっくり。手に汗握る熱
戦で、つい声を枯らしなが
ら応援してしまいました(身体の動きなどで、
少しは思いが届いたでしょうか！)。
またその後は陸上競技も観戦。当日は予

選だったので日本選手の数々の金メダルの
シーンに接することはできなかったものの、
初めて目にする海外の手話も当たり前に飛
び交う環境にちょっとワクワク。日本選手
団のスケジュール変更や、その後の大行列
で見に行けなかったバレーボールは心残り
でしたが、これだけの多くの健聴者もデフ
リンピックに興味を持ったことはとても嬉
しく思いました。
なお情報保障についてはデジタルサイ

ネージでの日本手話・国際手話での通訳の
他、日本語・英語字幕が付いていました。
健聴者でも、様々なアナウンスを聞き逃し
たり、うまく聞きとれなかったりすること
は多々あるはず。日本語字幕は自動認識の
部分が多かったのか、精度には課題がある
ものの、文字情報があると少し便利になり
そうだと感じました。こうした技術革新が
かゆい所にもう少し手が届くきっかけにな
るよう、このチャンスを活かしていきたい
です。

12/15(月)及び21(日)、昨夏～秋にかけて続
けて蛇崩川で発生した水害への説明会へ。
質問者は目黒区民より世田谷区下馬在住の
方々の方が多い印象でしたが、11/4(火)に上
目黒住区センターで開催した時には超満員
で会場に入れなかった方々も多かったこと
から、収容人数の多い目黒区役所の大会議
室が会場となりました。東京都による蛇崩
川の工事が原因で発生した人災だったので
はないか、という疑念はかなり薄れたよう
に見受けられました。
なお目黒区では12/19(金)の臨時議会で可

決された補正予算の中に
豪雨対策の費用も盛り込
まれており、止水板設置
助成費用については補助
率や上限額が引き上げら
れることに。地下や半地
下にフロアやガレージ、
店舗などがある方は必見
です！

冒頭解散の噂が聞こえても報道の直前ま
で、選挙や地方自治体を所管する総務相も
経験された首相がまさかこの時期に自治体
職員に大きな負荷をかけることはないだろ
うと思っていました。区政レポートは公選
法で選挙期間中は配布できないので、公示
前までに間に合う目途が立ってひとまず
ホッとしています。
また書き連ねた記事を見返すと、昨年後
半は本当に視察の機会が多かったと感じま
す。区議会議員全員が所属する常任委員会
(私は文教・子ども委員会)だけでなく、議会
運営委員会や特別委員会(こちらの報告は次
号で！)も含めて、様々な自治体の事例を学
ばせて頂きました。経費以上の価値を目黒
区にもたらせるよう、来月から始まる予算
議会の議論に活かしていきます。

キャベツひと玉の
値段に敏感でありたい

目黒区議会議員

橋本しょうへい
区政レポート

大盛況・デフリンピック

高市政権による政府
の補正予算への対応で
急遽、年末に臨時議会
の開催へ。目黒区の物
価高対策はおこめ券で
はなく、ポイント3,000
円分か、紙の商品券5,000円分のいずれかを
選べる仕組みに。区民全員に案内が届くの
は2月以降。私たちの会派からは物価高対策
である以上、商品券はスーパーでも使える
ようにして欲しいと要望。
年末が差し迫る中で国からは「年内に予

算化を」「年度内に届けるように」という
指示が出ており、目黒区役所では臨時議会
直前ギリギリまで検討や調整を重ねている
様子も窺えました。総務大臣の経験もある
総理であれば、もう少し自治体の職員のこ
とも考えて頂きたかったと思う次第…。

11/13(金)特別委員会での陳情審査では区
民センターにかかる意見募集について、区
側から「中高生の参加も意図してきた」
「税金を使っている以上、施設を使ってい
ない納税者の声も聞きたかった」という旨
の答弁も。若い世代にも目を向けて欲しい、
地域の団体やコミュニティを通じて行政や
政治に意見を伝える機会がない人にも目を
向けて欲しいという想いを伝え続けてきた
私としては、ちょっと嬉しいひとこと。
また各種の議案では特別職の給料につい
ては各会派で賛否が割れる中、立憲民主党3
人＋無所属1人で構成される私たちの会派内
でも何時間にもわたって議論を重ねました。
結果的には私が折れる形になりましたが、
時には「可決・否決」「〇×」の文字の裏
にちょっとしたドラマが隠れていることが
あります。他の議案も含め、賛否の詳細は
めぐろ区議会だよりか、ホームページでご
確認ください。

〒153-8573
目黒区上目黒2‐19‐15 ５階
立憲民主・目黒フォーラム控室
Tel  080-5090-2560
Mail  info@shohei.tokyo
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1989(平成元)年６月６日神奈川県生まれ、埼玉県深谷市そだち 埼玉県立熊谷高等学校、明治大学卒
(株)ダイエー、手塚よしお秘書を経て2019年初当選、2024年区議補選から２期目。双子の兄弟。
＜所属＞文教・子ども委員会、議会運営委員会、国民健康保険事業の運営に関する協議会 など

 ＜趣味＞空手(和道流、松濤館)、スキー、食べ歩き ＜特技＞手話 ＜好きな言葉＞温厚篤実、一意専心
   ＜好きなもの＞りんご、みかん、麻婆豆腐、クラフトビール ＜尊敬する人物＞渋沢栄一、後藤新平

10/10(金)に私たちの会派(立憲民主党所
属3名＋無所属1名)から、来年度の予算要望
を区庁へ提出。全体的にはプライマリーバ
ランスへの意識と、防災・減災対策などの
ような安全・安心への対策を求めました。
なお私からは実現可能性が比較的高そう
なものを中心に、項目を絞って挙げていき
ました。
区長に要望書を手交した際にコメントが
あった項目のうち、多くが私からの要望事
項。ある程度は反応
が良かったと考える
べきでしょうか。
予算案の項目とし
て金額に反映されに
くいものもあります
が、今後の状況に注目していきたいです。
なお、私から要望した項目は以下の通り。

・6月に閣議決定された国土強靭化実施中期
計画では、推進施策72として風水害に対応
した充分な資機材を全消防団に備えること
が掲げられている。着実に進めること
・各種工事においては人件費高騰や熱中症
予防をより精緻に反映した工期・費用の見
積もりを行い、入札不調を防止すること
・病児保育を早期に復活させること
※現在は病"後"児保育に限定して区内
の全5地区で整備済み。

・都立児童相談所の誘致にあたっては、人
材確保に支障が無いよう都に働きかけると
ともに、区の関連機関と密に連携が取れる
よう準備すること
・手話言語条例の制定やデフリンピック開
催で醸成された機運を活かしきれるよう、
必要な予算措置を取ること
・まちづくりを進めるにあたり、事業者に
配慮して荷捌きのスペース確保を行うこと

12/19(金)臨時議会 開催 五本木・上目黒の水害
東京都下水道局による説明会がありました

毎年恒例 会派予算要望

第４回区議会定例会
11/20(木)～12/4(木)開催

遅くまで議会が続いた疲れからか、
議場がやけにキラキラして見えた。

あとがき＆近況報告
写真での笑顔は未だに苦手です…

都庁の下水道局が主催だが、
目黒・世田谷区職員も説明に。

↓左側は日本語字幕、
右側は日本手話の映像



10/29(水)には立憲民主党の中野区議に調
整して頂き、R4.4月に23区では5番目に開設
された中野区児童相談所へ。以前の区政レ
ポート(Vol.31)でも触れたように、目黒区は
区立で設置するのではなく、都立児相のサ
テライトオフィスをこども家庭センター内
に開設しています。

児相の中には一時保護所の
機能もありますが、東京都が
設置する場合だと管理に重き
を置く傾向があります。この
点で中野区は子どもの権利と
して、アドボケイト(意見表
明権)事業も丁寧。意見箱で
環境改善に取り組んでいるほか、毎週月曜
に意見表明の場を確保。

さらには在籍校への登校はR6年度に対象
児の23％、「学校に行きたい」という子ど
もの願いはほぼ聞くことができたとのこと。
困難な状況に直面する子どもたちに対応す
ることが多い中でも「子どもの夢と希望を
実現するために」という言葉を掲げている

だけあって、
全国的にも珍
しい個別外出
の機会も設け
ていることも
特徴です。

里親登録も、東京都児相の場合は広域に
対応するので区内の子どもをほとんど受け
入れられなかったそうですが、中野区では
区内で委託できることが多くなったとも。
「身近な区役所がやる方が、きめ細かにで
きると思う」という言葉が印象的でした。

以前に視察させて頂いた世田谷区や港区
の児童相談所と同様に、区立の児童相談所
は保護者や子どもに近い目線で運営しよう
という意思が見えます。東京都からの支出
金があっても中野区では年間６億円の持ち
出しが発生しているとのことではあります
すが、都児相との連携で乗り切る目黒区も
このくらいきめ細かに対応できる体制に
なって欲しいです。

県を挙げて教育に力を入れる山口県。ICT
機器を活用した支援でも面白い取り組みが
いくつも。不登校やケガ、病気、障害など
で学校に通えない児童・生徒の支援として
の分身ロボット、特に答えをわざと教えて
くれない生成AI、様々な障害に対応した入
出力装置などなど。この紙面には到底書き
切れないくらい、どの施策もワクワクしな
がら耳を傾けました。
AIが発達しても教員にしかできない部分

は何かと尋ねると、モデル校での検証時か
ら「人間の強みは何か」という問いと向き
合い続けてきた結論
として、学びのコー
ディネート役や、ど
う学ぶかを教えるの
はヒトの役割だとの
こと。膝を打ちまし
た。

こちらは議会運営委員会での視察ですが、
主権者教育の機会として「子ども議会」を
開催する廿日市市(広島県)へ。廿日市市では
市内の市立、県立、私立の12校の各校から
一人ずつの参加。実際に本会議場で一般質
問の場を追体験してもらう形式で、当日は
傍聴者や理事者も含めて100人以上が参集す
る大きなイベントになっています。
目黒区議会でも高校生からの陳情をきっ

かけに、今まで進んで来なかった主権者教
育について議会改革の一環
として取り組んでいます。
様々な手法がある中で、ワ
クワクする取組み事例を学
ばせて頂きました。

12/16(火)、以前に渋谷
区役所を会派で視察した
時から気になっていた
「渋谷区子育てネウボ
ラ」を視察。「ネウボ
ラ」は国際的にも高い評価を得たフィンラ
ンドの母子保健の拠点や仕組みで、近隣区
では世田谷区や品川区でも「ネウボラ」と
名付けた施設や事業があります。
渋谷区役所近くにあるこの施設は、様々

な年代に応じた遊び場に加えて、3・4ヵ月
などの健診会場、発達相談や教育相談の場
などもあり、役所の部署を越えた子育て拠
点となっていました。充実した遊具やお子
さん連れをターゲットとしたカフェなども
あり、気軽に訪れたくなる雰囲気。

何か困った時に行政に
相談しようと思うには勇
気が要るかも知れません
が、こうした施設なら垣
根が低くなりそうです。

10/24(金)は公民連携・施設更新等調査特
別委員会で目黒区民センターへ、委員会メ
ンバーで視察に。美術館の書庫も含めて、
これまで足を踏み入れたことの無い非公開
の部分まで見学させて頂きました。
メインの建物は1フロアが耐震基準を下

回っているほか、全体的にあちこちで老朽
化が進んでいる様子が窺えました。そして
少し後に建てられた美術館にしても、改修
でのバリアフリー化が難しいという状況は
改めて実感。また玄関が敷地内の主動線か
ら見えにくい点も建替えで改善されれば入
館者も増え、もっと多くの区民が芸術に触
れることになる気がしています。
区有施設全体を俯瞰した区有施設見直し

方針・計画はR8年度中に改定され、新しい
区民センターの設計はその計画に沿った形
で設計されていきます。

渋谷区の子育て施設

文教・子ども委員
会の最初の視察先は
山口県内で最大規模、
目黒区と同程度の人
口を抱える下関市の

子育て複合施設。とても楽しそうな遊び場
が充実しているだけでなく、一時預かりも
行なっており、保育士も常駐。利用時間は1
〜3時間ほどで、美容室やリフレッシュに使
う方々が多いとのことでした。またどんな
お子さんでもできるだけ受け入れるそうで、
自閉や自傷など、少し手がかかるお子さん
の割合がやや高い印象とも。
保育所や幼稚園に通っていない親子が訪
れる機会も多いことから、困りごとの気軽
な相談や虐待の未然防止にも一役買ってい
ます。目黒区の子育て施設でもこうした良
さをうまく取り入れられないか、議論に活
かしていきたいです。

市区町村立の小中学校は地域と連携して
いくべきとして、文部科学省は「コミュニ
ティスクール」の取組みを進めるという方
針。目黒区では「学校運営委員協議会」を
今年度に小学校2校、中学校1校で先行実施
したばかり。R9年度に半数の学校、R11年
度に全校に拡大する予定なので、先行自治
体である山口市の取組みを学びました。
目黒区では教員の負担軽減の側面が強そ
うですが、山口市では子どもたちが地域貢
献の担い手にもなっていると感じました。
元から素地はあったそうですが、県を挙げ
て地域連携に関する時間をカリキュラムに
組み込んでいることも後押しになっている
ようです。

視察報告(文教・子ども委員会、議会運営委員会)
昨秋～冬の議会の会期の合間には、文教・子ども委員会や議会運営委員会での行政視察。
山口県や広島県で先進的な自治体の取組みを学びました。ここでは紙幅の関係で4自治体に
絞って報告します。なお議会改革の一環で、今まで非公開だった行政視察や友好都市交流
の報告書が今年度からホームページで公開されることに(現在準備
中)。他の委員会ではどのようなヒントを得たのか、公開が楽しみ
です。なお私は文教・子ども委員会では宇部市、議会運営委員会
では呉市を担当。こちらは先に私のホームページで公開します。

ふくふくこども館
子育て相談も可能な子育て施設＠下関市

教育に活かせ！現代技術
ICT機器や分身ロボットなど＠山口県庁

他自治体の区立児相③

学校と地域、どう連携？
先進的なコミュニティスクール＠山口市

新しい庁舎は大体どの市町村も
「書かない窓口」 (宇部市役所)

主権者教育(子ども議会)
議会での一般質問を体験＠廿日市市

改めて 区民センター視察

‘24.8 会派での区役所視察後、
感動して撮ったエントランス

資料にはメモや質疑の内容がびっしり

質問にも熱が入ります

休日や年末年始は親子連れがあふれる

２階は区外在住者でも、
日曜以外は利用可能らしい。

プライバシーの都合上、写真は講義風景のみ
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